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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月16日(2008.1.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピュータシステムのハードウェアにおける、発熱状態の制御対象となる対象部位の
発熱状態を取得し、
　動作中のアプリケーションの種別を取得し、
　取得した発熱状態と取得した前記種別の組合せとに応じた順序で、前記アプリケーショ
ンに所定の操作を直接施し、その動作内容を段階的に変更して前記対象部位の発熱状態を
制御することを特徴とする発熱制御方法。
【請求項２】
　前記制御は、取得した発熱状態に応じて、前記ハードウェアにおける、動作状態が前記
対象部位の発熱状態に影響を与える部位の動作を調整することをさらに含むことを特徴と
する請求項１記載の発熱制御方法。
【請求項３】
　前記対象部位がとりうる発熱状態毎の制御方式を規定する制御方式リストを保持し、
　取得した発熱状態に対応する制御方式を前記制御方式リストから取得し、取得した制御
方式で前記制御を行うことを特徴とする請求項１または２記載の発熱制御方法。
【請求項４】
　コンピュータシステムのハードウェアにおける、発熱状態の制御対象となる対象部位の
発熱状態を取得する熱検出部と、
　動作中のアプリケーションの種別を取得するアプリケーション種別取得部と、
　該熱検出部により取得された発熱状態と該アプリケーション種別取得部により取得され
た前記種別の組合せとに応じた順序で、前記アプリケーションに所定の操作を直接施し、
その動作内容を段階的に変更して前記対象部位の発熱状態を制御する制御部とを備えるこ
とを特徴とする発熱制御装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記熱検出部により取得された発熱状態に応じて、前記ハードウェアに
おける、動作状態が前記対象部位の発熱状態に影響を与える部位の動作を調整する処理も
さらに行うことを特徴とする請求項４記載の発熱制御装置。
【請求項６】
　前記対象部位がとりうる発熱状態毎の制御方式を規定する制御方式リストを保持する制
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御方式リスト保持部を備え、
　前記制御部は、前記熱検出部により取得された発熱状態に対応する制御方式を前記制御
方式リストから取得し、取得した制御方式で前記制御を行うことを特徴とする請求項４ま
たは５記載の発熱制御装置。
【請求項７】
　各々のアプリケーションが、種別毎に優先度が付与されており、
　前記制御部は、動作中のアプリケーションの種別の優先度に応じて、優先度が低い種別
のアプリケーションほど、その動作を抑制するように前記変更を行うことを特徴とする請
求項４記載の発熱制御装置。
【請求項８】
　アプリケーションが実現する機能ごとに優先度が付与されており、
　前記制御部は、動作中のアプリケーションに対して、優先度が低い機能ほど、この機能
を実現する部分の動作を抑制するように前記変更を行うことを特徴とする請求項４から６
のいずれか１項記載の発熱制御装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記熱検出部により検出された発熱状態が規定の正常状態の範囲を外れ
たときに、前記対象部位の発熱状態が前記範囲に戻るように前記変更または調整を行うも
のであり、
　前記変更または調整後、前記対象部位の発熱状態が前記範囲に戻ったときに、前記変更
を取り消す処理または前記調整が行われたハードウェアの動作を元に戻す処理を行うこと
を特徴とする請求項４から６のいずれか１項記載の発熱制御装置。
【請求項１０】
　前記熱検出部により検出された発熱状態が規定の正常状態の範囲を外れたときに、ユー
ザに通知を行う通知部を備えることを特徴とする請求項４から６のいずれか１項記載の発
熱制御装置。
【請求項１１】
　前記通知部は、発熱状態が前記範囲を外れた頻度が一定の閾値を超えたときに前記通知
を行うことを特徴とする請求項１０記載の発熱制御装置。
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